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まち

Topics

まちの話題やイベント
　　を皆さんに

11品目が新たに認証 1,810人のランナーが健脚を競う

食と職で会場を盛り上げる

　10月19日、「白河ブランド認証書交付式」が行わ
れました。今回認証されたのは、４事業者11品目で、
㈱大黒屋の「酒ゼリー（千駒・登龍・霧の華）」・「り
んごジュレ」、農産物直売所アグリパーク出荷者友の
会の「白河プレミアムジュース（トマト・もも・り
んご・にんじん）」、㈲南部の「白河プレミアムジャ
ム（ふじりんご）」、北條農園の「りんごジュース（ジ
ョナゴールド・シナノゴールド・ふじ・グラニース
ミス）」です。認証品は、全国にＰＲしていきます。

　９月20日、しらかわカタールスポーツパーク陸上
競技場（北中川原）をスタート・ゴールに、「第20回
しらかわ駅伝競走大会」が行われ、東日本各地から
参加した179チーム、1,810人のランナーたちが、秋
風の吹く中、沿道から多くの声援を受けながら健脚
を競いました。
　また、競技にあわせ、まちなかでは「にぎわいイ
ベント2015」が開催され、来場者がダンスを楽しむ
など、駅伝観戦とともにイベントを満喫していました。

　10月11日・12日、市民会館などを会場に、「Ｄ
デ コ ラ

ｅｃｏｒａしらかわ2015 ～笑顔と
夢をデコレーション～」が行われ、多くの来場者でにぎわいました。
　11日は本市出身でシンガーソングライターのＹ

ヤ ミ ー

ａｍｍｙさんをはじめ、バンド
等による生演奏が披露されたほか、パスタ世界一に輝いた山

や ま だ

田剛
よしつぐ

嗣シェフが、
白河ブランドを使ったパスタを提供しました。12日は市内の小学生86人が日本
一長いクレープ作りに挑戦し、昨年を超える60mを完成させたほか、産業およ
び技能フェスティバルも行われました。
　フィナーレは小峰通りで、来場者全員が、「みんなの夢が花開くように」と願
いを込め花の種を入れた風船を一斉に放ちました。

Topic of town ｛写真で紹介する、今「旬」な話題です｝

話　
 題まち

の

白河ブランド認証書交付式 第20回しらかわ駅伝競走大会

▲Ｙａｍｍｙさんの生演奏

▲一斉にクレープを巻く
子どもたち

自転車で各地の魅力を感じる

女性や子どもたちの居場所の必要性を語る

　10月３日、自転車で本市と西白河郡の４町村を巡る
「ツール・ド・しらかわ～清流の風にのって～」が
行われました。このイベントは、（公社）白河青年会
議所が白河地域の自然や歴史、食の魅力を伝えるた
めに企画したものです。
　約500人の参加者は、東

こ ち

風の台運動公園をスター
ト・ゴールとする103㎞のコースを、それぞれのペ
ースで走りました。コースの途中では、ご当地キャ
ラが出迎え、地域の産品などが提供されました。

　10月10日、りぶらん（道場小路）で、非営利任意
団体Ｐｒｏｊｅｃｔ ＫＡＫＥ ＣＯＭＩ代表の鴻

こうのす

巣麻
ま り か

里香さんを
招き、「わたしがわたしで居られる場所からはじまる、
多様性を認め合う地域づくりの可能性～性差や違い
を尊重しあえる社会の実現に向けての小さな試みの
紹介～」をテーマに、男女共同参画講演会が行われ
ました。鴻巣さんは、精神保健福祉士の経験等から、
社会の中でよりどころを失った女性や子どもたちの
居場所の必要性などをわかりやすく話しました。

ツール・ド・しらかわ

男女共同参画講演会

▲スタートする参加者

▲今後求められる社会のあり方について話す鴻巣さん

▲認証品を持つ関係者 ▲競技場をスタートする選手たち

Ｄecoraしらかわ2015 ～笑顔と夢をデコレーション～


